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Abstract

佐々木敦子  森  忠繁
Atsuko Sasaki Tadashige Mori

 The purpose of thls study was to investigate．the patterns of taking refres㎞ents among 12

year－old children． Questions inquired of the children were；1）How often a day do you take

refreshmentsP 2）When do you take refreshmentsP 3）What kind of refreshments do you takeP 4）Why

do you take refreshmentsP The subjects of our inquiry covered 1244 children in 5 schools in

Okayama City and 6 schools in Kurashiki City in Okayarna Prefecture．

 70％of the children took refreshments once or more times per day， and 10％of the whole subjects

took more than three times per day． Many children took soft drinks and so℃alled snack con－

fectionaries on getting back home in order to appease their hunger．Children who took refreshments

very often a day took many kinds of confectionaries， drinks and snacks and their motives were

var10US．

1．はじめに

 間食は成長過程にある子どもにとって，三度の食事による摂取エネルギー以外に，成長に必要なエネ

ルギーの補給に重要な役割をもっている。また，子どもにとっては間食は楽しみなものであり，精神的

なくつろぎを与えるものでもある。しかし，間食には糖質を主としたものが多く，う歯の発生や過剰摂

取による肥満1），高脂血症2）など子どもの健康の問題が指摘されている。子どもの．栄養指導の立場より，

間食のもつ意義，あるいは役割を認識する上で，子どもの間食摂取の実態を把握するために，学童の間

食についての調査を行ったので報告する。

2．調査対象および調査方法

 岡山市の住宅地域の小学校5等星よび倉敷市の住宅農業地域の小学校6校の計11校の6年生1244名

（男子595名，女子649名）を対象とした。昭和61年6月上旬の本学家政科食物栄養専攻2年生の学外実習
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表1 間食の調査票

1 間食をどのくらいしますか

 1）1日に4回以上

 2）1日に3回

 3）1日に2回

 4） 1日に1回

 5）時々する

 6）全くしない    6）に○をつけた人は，以下の回答はしなくてよい。

2 いつ間食をしますか

①学校から帰るとすぐ

②帰校後に遊んでから

③夕食前

④夕食後

⑤ふろからでた後

⑥ねる前

3．間食として何を食べていますか。

①キャンディ，チョコレート，クッキー，まんじゅうなど

②エビせん，ブリッツなどスナックがし

③あられ，おかきなど

④パン，ケーキなど

⑤アイスクリーム，シャーベット，かき氷など

⑥ラーメン，そばなどめん類

⑦ピーナッツ，まめ，木の実など

⑧牛乳，ジュース，コーヒーなどのみもの

⑨スイカ，メロン，いちごなどくだもの

⑩プリン，ゼリーヨーグルトなど

4．なぜ間食をしますか。

①お腹がすくから

② あまいものがほしいから

③間食しないと口がさびしいから

④コマーシャルでしていたから

⑤くせ（習慣）になっているから

⑥ なんとなく

1）いつも

1）いつも

1）いつも

1）いつも

1）いつも

1）いつも

1）いつもよく食べる

1）いつもよく食べる

1）いつもよく食べる

1）いつもよく食べる

1）いつもよく食べる

1）いつもよく食べる

1）いつもよく食べる

1）いつもよく食べる

1）いつもよく食べる

1）いつもよヌ食べる

1）いつも

1）いつも

1）いつも

1）いつも

1）いつも

1）いつも

2）時々

2）時々

2）時々

2）時々

2）時々

2）時々

2）時々食べる

2）時々食べる

2）時々食べる

2）時々食べる

2）時々食べる

2）時々食べる

2）時々食べる

2）時々食べる

2）時々食べる

2）時々食べる

2）時々

2）時々

2）時々

2）時々

2）時々

2）時々

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）食べない

3）そんなことはない

3）そんなことはない

3）そんなことはない

3）そんなことはない

3）そんなことはない

3）そんなことはない

時に表1に示した間食についての質問紙を配布して，子どもに記入させ，直ちに回収した。回収率は100％

であった。アンケートの内容は間食の回数，間食をする時間帯，間食の種類，間食をする理由などの項

目である。集計，統計解析は京大計算機センターのSPSS3）を利用した。

一46一



学童における間食に関する調査研究（第1報）

0 20． 40 60 80 100％

2．2 0．3

  2．2                                            0．2

縞目一工＝＝コ女

2．2  1
、 二≧ 0．5

6．6 29．7
i：iiiゴ5：4iiiiii

25．4

1日3回し1日4回以上 ユ日2回 1日1回 時々   しな

λ：2＝5．386

d．f．＝5

ρ ＝0．4953

図1 間食の回数

3．結果および考察

1）間食の回数

 間食の回数は図1に示すように「1日に1回」と答えた者が34．5％で最も多かった。続いて「1日に

2回」28．1％，「時々する」27．8％，「1日に3回」6。9％，「1日に4回」2．2％，「全くしない」は0．3％

であった。対象者の約70％は1日に1回以上間食をとっていることになり，全く間食しない者はほとん

どいなかった。1回の間食のエネルギー量は1日の所要エネルギー量の10％程度が適当とされているこ

とから考えれば，1日3回以上間食をとっている約10％の者はエネルギー過剰摂取であると考えられる。

2）間食の時間帯

 「いつ間食をしますか」の問に対して，図2に示すとおり，「学校から帰ってすぐ」が最も多く，「い

つも」36．1％，「時々」48．6％を合わせて84．7％であった。「帰校後に遊んでから」（いつも10．9％，時々

57．3％）が続き，「夕食前」（いつも4．3％，時々26．4％），「夕食後」（いつも7．1％，時々32．2％），「ふろ

からでた後」（いつも6．7％，時々31．2％）も予想以上に食べられていた。「ねる前」は最も少なかったが

「いつも」2．0％，「時々」11．8％みられた。

 間食を食べる時間帯としては「学校から帰ってからすぐ」が夕食までの時間が一番長くあくので最も

好ましいと思われる。「帰校後に遊んでから」も夕食までの時間がある程度あくであろうから夕食に影響

しない量を食べるならよいであろう。「夕食前」は夕食が遅く待ちきれずに食べるケースと考えられ，共

働きのためと思われる。「ふろからでた後」の間食は清涼飲料水を飲んでいるのではないかと思われる。

少数であるが「ねる前」に間食する者は夜食の習慣とみられるので好ましくない。

 「学校から帰ってすぐ」間食するのは女子に，「帰校後に遊んでから」は男子に有意に多かった。また，

「ねる前」に食べる者は男子に多かった。「夕食前」，「夕食後」，「ふろからでた後」「は男女に有意差はみ

られなかった。
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図2 間食の時間帯

3）間食の種類

 間食の種類はう三二無能による分類4）などを参考にして，10種類に分類したものである。図3に間食の

種類を性別に示した。「牛乳，ジュース，コーヒーなどのみもの」が「いつも」36．8％，「時々」50．9％，

「アイスクリーム，シャーベット，かき氷など」が「いつも」31．0％，「時々」61．6％で多かった。次い

で多いのは「エビせん，ブリッツなどスナックがし」で「いつも」16．1％，「時々」65．5％であった。さ
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らに「スイカ，メロン，いちごなどくだもの」，「キャンデー，チョコレート，クッキー，まんじゅうな

ど」，「プリン，ゼリー，ヨーグルトなど」，「パン，ケーキなど」，「あられ，おかきなど」，「ピーナッツ，

まめ，木の実など」と続き，「ラーメン，そばなどめん類」が最も少なかった。間食の種類は季節的な変

動が大きく，調査時期が6月であったため，飲み物類やアイスクリーム類が多かったと思われる。以前

の我々の調査では間食として牛乳を飲用する者が少なかった5）が，このことを考慮すれば，清涼飲料水を

多く利用していると考えられるので，喜島が指摘している6）ような砂糖の摂取過剰の状態であろう。従っ

て，う歯，肥満，高脂血症などとの関連性が深いと考えられる。エビせんなどスナック菓子は，昭和57

年国民栄養調査によると，子どもにおやっとして与える頻度の高い第1位にあがっている7）が，本調査で

もよく利用されていた。スナック菓子の多くは油で揚げており，油の酸化に気をつけなければならない。

また，スナック菓子は脂肪，食塩の含量の多いことより，摂取エネルギーおよび塩分の過剰摂取が考え

られる。近年，食品の軟化傾向は顕著で不正咬合や下顎の発育不良などの原因としてあげられている8）

が，間食においても咀しゃくの必要な間食の利用は少なかった。

 男子が女子より多く食べているのは「ラーメン，そばなどめん類」，「パン，ケーキなど」，「ピーナッ

ツ，まめ，木の実など」であった。女子は果物類を多く食べていたが，これは川良らの調査9）と同じ傾向

であった。

 表2は間食の回数と間食の種類との関係を示している。間食の回数の多い者ほど多種類の間食を摂取

していた。

4）間食の理由

 図4は間食の理由を性別に示している。「お腹がすくから」（いつも30．4％，時々49．2％）が最も多く，

次いで「なんとなく」（いつも24．0％，時々48．6％）であった。「くせになっているから」，「あまいもの

がほしいから」，「間食をしないと口がさびしいから」，「コマーシャルでしていたから」の順に少なくなっ

た。

 「お腹がすくから」，「あまいものがほしいから」は，成長期にある子どもの生理的欲求であることを

示している。「なんとなく」，「くせになっているから」，「間食しないと口がさびしいから」，「コマーシャ

ルでしていたから」は単なる習慣であったり，仲間で同じ行動をとるといった類のものであると考えら

れる。

 「コマーシャルでしていたから」，「間食をしないと口がさびしいから」は男子に有意に多かった。他

の理由は男女に差はなかった。男子の間食は習慣的であり，仲間と同じ行動をとることを示している。

 表3は間食の回数と間食の理由の関係を示している。間食回数の多い者は，どの理由も有意に多く，

生理的要求，習慣性，類似行動性が強いと考えられる。

4．ま とめ

 岡山市および倉敷市内の小学6年生の学童1244名（男子595名，女子649名）を対象として，間食に関

するアンケート調査を行った。間食の回数，時間帯，種類，理由について集計し，さらに性別および間

食の回数と種類，理由などについても検討し，次の結果を得た。
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表2 間食の回数と間食の種類
単位（人）

      間食の
草H 種類に    回数

ﾌ種類 よる頻度
1日に4回 1日に3回 1日に2回 1日に1回 時   々 総   計 κ2検定

い つ も
 9
R3．3％

 21
Q5．9％

 37
P1．0％

39
X．6％

14

S．4％

120

P0．3％
まキ

時   々
 18
U6．7％

 53
U5．4％

252

V5．0％

302
V4．6％

223
V0．1％

848
V2．7％

κ2＝69．120
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 0
O．0％

 7
W．6％

 47
P4．0％

 64
P5．8％

 81
Q5．5％

199

P7．1％

い つ も
 12
S6．2％

 28
R4．1％

 59
P7．8％

 64
P6．1％

23
V．3％

186
P6．1％

プえ
閧ﾑ
cせ
cん
ﾈ ・

ﾇ

時   々
 13
T0．0％

 46
T6．1％

225

U7．8％

262
U5．8％

210
U6．5％

756
U5．6％

κ2二69，147
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 1
R．8％

 8
X．8％

 48
P4．5％

 72
P8．1％

 83
Q6．3％

212
P8．4％

い つ も
 3
P2．0％

 5
U．4％

12
R．7％

21

T．4％

 8
Q．6％

49

S．4％おあ
ｩら
ｫれ
ﾈ ・

ﾇ

時   々
 17
U8．0％

 49
U2．8％

170

T2．6％

182

S6．9％

137
S4．1％

555
S9．3％

κ2；27．063
пDf．＝8

o ＝0．0007

食べない
 5
Q0．0％

 24
R0．8％

141

S3．7％

185

S7．7％

166
T3．4％

521

S6．3％

い っ も
 6
Q3．1％

 15
P8．5％

22

U．7％

28
V．1％

16

T．0％

87

V．6％ケパ
Pン
L ・
ﾈど

時   々
 18
U9．2％

 55
U7．9％

249
V5．9％

275
V0．0％

2G3
U3．6％

800
U9．7％

κ2＝47．937
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 2

V．7％

 11
P3．6％

 57
P7．4％

 90
Q2．9％

100
R1．3％

260
Q2．7％

い っ も
 15
T5．6％

 46
T6．1％

146

S2．8％

120

Q9．7％

 39
P1．9％

366
R1．0％リア

Pイ
?ス

ﾈクﾇ

時   々
  11

S0．7％
 34
S1．5％

183

T3．7％

252
U2．4％

248
V5．6％

728
U1．6％

κ2＝119．205
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 1
R．7％

 2
Q．4％

12

R．5％

32
V．9％

 41

P2．5％

88
V．4％

い つ も
 2
V．7％

 5
U．2％

 9
Q．8％

 3
O．8％

 3
P．0％

22

Q．0％そう
ﾎi
ﾈメ
ﾇン
@ ●

時   々
 17
U5．4％

 44
T4．3％

100

RL1％
 96
Q4．9％

 98
R1．6％

355
R1．6％

κ2＝63．805
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 7
Q6．9％

 32
R9．5％

213

U6．1％

286
V4．3％

209
U7．4％

747
U6．5％

い っ も
 2

W．0％

 8
P0．1％

 7
Q．2％

11．

Q．9％

 7
Q．3％

35
R．2％

木ピ
ﾌ 1

ﾀナ
ﾈ ツ
ﾇツ  ●

時   々
 15
U0．0％

 47
T9．5％

142

S4．5％

172

S4．9％

113

R7．5％

489
S4．2％

κ2＝37．053
пCf．＝8

o ＝0。0000

食べない
 8
R2．0％

 24
R0．4％

170

T3．3％

200
T2．2％

181

U0．1％

583
T2．7％

い つ も
 19
V0．4％

 49
U0．5％

157

S7．0％

128
R2．4％

 75
Q3．1％

428
R6．8％

ジ牛

時   々
 8
Q9．6％

 30
R7．0％

147

S4．0％

222

T62％
184

T6．6％

591

T0．9％

κ2＝91．456
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 0
O．0％

 2
Q．5％

30
X．0％

 45
P1．4％

 66
Q0．3％

143
P2．3％

い っ も
 9
R6．0％

 18
Q3．1％

 68
Q0．6％

 48
P2．3％

30
X．5％

173
P5．2％メ ス

鴻C
塔J
ﾈ 。

ﾇ

時   々
 15
U0．0％

 53
U7．9％

223
U7．6％

259
U6．6％

198
U2．9％

748
U5．8％

κ2＝55．432
пDf。；8

o ＝0．0000

食べない
 1
S．0％

 7
X．0％

 39
P1．8％

 82
Q1．1％

 87
Q7．6％

216
P9．0％

い つ も
 5
P9．2％

 17
Q1．3％

 44
P3．5％

34
W．7％

13

S．1％

113
X．9％ゼプ

?リ

Pン
ﾈ ・

ﾇ

時   々
 21
W0．8％

 59
V3．8％

238

V3．0％

286
V3．1％

225
V0．5％

829
V2．6％

κ2＝55．049
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 0

O0％
 4
T．0％

 44
P3．5％

 71
P8．2％

 81
Q5．4％

200
P7．5％
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0

L一
20 40 60 80 100％

お腹がすくから

総数醗即吟羅羅醗璽璽璽董璽璽璽璽i璽巨船＝コ

男  、

女

3峯7 465 207

総数薩璽蓬遡＝＝＝＝＝＝＝＝＝亜＝＝＝＝＝＝コ

  
κ＝3．395

d．f．＝2

ρ＝0．1831

あまいものが

ほしいから
男

女

’

総数籔蚕温品一＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ

κ2 @＝40．968

d．f．＝2

カ＝0曾5767

間食しないと

口がさびしいから
男

女

  
κ＝7．050

d．f．＝2

1）＝0．0295

コマーシャルで

していたから

1．8

総意璽出塁［＝＝＝＝＝＝＝＝亜＝＝＝＝＝＝＝＝＝コ
3．4

男

 0．3
女

／

総数一＝＝＝＝＝＝＝コ

 

κ ＝工5．053

d．f．＝2

ρ；0．0005

くせ（習慣）に

なっているから

なんとなく

男

女

総数醗二二三二二二二二二二二二璽璽ii……工＝＝＝亟〔＝コ

男薩羅蕊盤獲璽璽璽歪璽丁霊蓬董〔＝＝巫＝コ
                         

女『醒匿璽舞二重亙『『コ
     いつも            時々         そんなことはない

           図4 間食の理由

エ

κ＝0．218

d．f．＝2

1）＝0．8967

λ＝2＝3．741

d．f．＝2

1）＝0．1540

1）間食を全くしない者はほとんどなく，約70％の者は1日1回以上間食していた。1日3回以上間

食する者は約10％であった。

2）間食の時間帯は，「学校から帰ってすぐ」が最も多かった。「夕食前」，「ねる前」に常に間食する

者がそれぞれ4．3％，2。0％あった。間食の時間帯において，「学校から帰ってすぐ」は男子より女子

 に多く，「帰校後に遊んでから」は女子より男子に多かった。

3）間食の種類は調査時期が6月であったために「牛乳，ジュース，コーヒーなどのみもの」や「ア
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学童における間食に関する調査研究（第1報）

表3 間食回数と間食理由
単位（人）

      間食の
草H理由の   回数
ﾌ理由  頻度

1日に4回 1日に3回 1日に2回 1日に1回 時   々 総   計 κ2検定

い つ も
 15
T7．7％

 43
T1．2％

116
R4．7％

133
R3．7％

 45
P4．2％

352
R0．4％すお

ｭ腹
ｩが

時   々
 8
R0．8％

 29
R4．5％

173

T1．8％

173

S3．8％

186
T8．7％

569
S9．2％

κ2＝81．490
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 3
P15％

 12
P4．3％

 45
P3．5％

 89
Q2．5％

 86
Q7．1％

235
Q0．3％

い つ も
 6
Q5．0％

 15
P9．2％

20
U．4％

20
T．4％

 5
P．7％

66
U．1％

があ
ﾙま
ｵい
｢も
ｩの

時   々
 8
R3．3％

 33
S2．3％

 92
Q9．4％

100

Q6．9％

 81
Q7．3％

314
Q9．0％

κ2＝64。470
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 10

S17％
 30
R8．5％

201
U4．2％

252
U7．7％

211

VLO％
704

U4．9％

い つ も
 5
Q1．7％

 10
P3．0％

20
U．5％

15

S．1％

 5
P．7％

55
T．1％し眠

｢が
ｩさ
轤ﾑ

時   々
 8
R4．8％

 12
P5．6％

 46
P4．9％

 49
P3．4％

 35
P1．7％

150

P4．0％

κ2＝45．507
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 10

S35％
 55
V1．4％

243
V8．6％

302
W2．5％

259
W6．6％

869
W0．9％

い つ も
 2
W．7％

 3
R．9％

 5
P1．6％

 8
Q．2％

 1
O．3％

19

P．8％
で コ
ｵ マ

垂ｽ シか やら ル

時   々
 3
P30％

 15
P9．5％

 39
P2．7％

 45
P2．3％

29
X．8％

131

P2．2％

κ2＝18．262
пDf．＝8

o ＝0．0193

食べない
 18
V8．3％

 59
V6．6％

264
W5．7％

314
W5．6％

266
W9．9％

921
W6．0％

い つ も
 10

S17％
 31
S2．3％

 54
P7．4％

 71
P9．0％

11

R．7％

177
P6．3％

いく

驍ｹ
ｩに
轤ﾈ
@ぞ

時   々
 6
Q50％

 18
Q3．4％

 75
Q4．2％

 76
Q0．3％

 41
P3．8％

216
P9．9％

κ2＝107．709
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 8
R33％

 28

R64％

181

T8．4％

227
U0．7％

246
W2．6％

690
U3．7％

い つ も
 11

S23％
 36
S6．2％

102

R1．2％

 98
Q5．3％

26
W．1％

273
Q4．0％

時   々
 8
R08％

 25

R21％
137

S1．9％

175
S5．2％

209
U5．1％

554
S8．6％

κ2＝90．382
пDf．＝8

o ＝0．0000

食べない
 7
Q69％

 17
Q1．8％

 88
Q6．9％

114
Q9．5％

 86
Q6．8％

312
Q7．4％

イスクリーム，シャーベット，かき氷など」が多かった。次いで「えびせん，ブリッツなどスナッ

クがし」であり，「ラーメン，そばなどめん類」は最も少なかった。男子は「ラーメン，そばなどめ

ん類」，「パン，ケーキ，など」「ピーナッツ，まめ，木の実なぜ」が女子より多く，』女子は「スイカ，

メロン，いちごなど果物」が男子より多かった。

4）間食の理由で最も多かったのは「お腹がすくから」であった。次いで「なんとなく」，「くせになっ

ているから」が多かった。「コマーシャルでしていたから」，「間食をしないと口がさびしいから」は

女子より男子に多かった。

5）間食の回数と間食の種類，理由の関係は，間食の回数の多い者は間食の種類も多く，理由も多様

であった。
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